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てしまい，知識や技能を持たずに卒業という事
態を招くことになる。学校でしか使われない（使
えない）いわゆる「学校知」で終わらせないた
めにも，繰り返しの学習や技能どうしの補完と
調和に配慮した活用など系統性に留意した計画
的な指導の原点に立ち返る必要があろう。
　この授業展開例では，雨温図の活用に当たっ
て，雨温図からどのように熱帯気候の特色を読
み取るか，班学習での作業と考察を通して生徒
自ら見通しを持った学習が展開できるよう，ま
た別の単元でもここで作成した雨温図を繰り返
し活用することで系統性を持たせた学習による
地理的技能の定着を意図した。この考察では，
熱帯を対象としたため，活用できる学力検査問
題は限られたものになったが，他の気候帯でも
活用が可能であり，高校地理担当者の中高接続
を意識した授業づくりの一助となれば幸いであ
る。
　中高の接続については，現行の高等学校学習
指導要領の総則の指導計画の作成に当たって配
慮すべき事項で，「義務教育段階での学習内容
の確実な定着を図るための学習機会を設けるこ
と」とされている。この学習機会の一つとして
入学者選抜学力検査問題を通して中学校地理分
野の学習内容を再確認することは，生徒にとっ
ても中学校地理と高校地理の学習内容の関係性
の認識につながり，見通しをもって高校の学習
に取り組める要因ともなる。また，別表の授業
展開例の指導上の留意点でも触れたが，知識や
技能の定着が不十分な学習項目については，中
学校地理の復習を適宜取り入れることも必要で
あろう。
　高校側が，中学校地理学習の目標と内容構成
について改めて中学校教科書と教科用図書「地
図」で再確認し，中学校地理の授業展開や組み
立て方の十分な理解の上に，入学してくる生徒
が中学校卒業までに学習した内容とその到達の
度合いを，入学者選抜学力検査問題等も活用し
てきめ細かく把握することが大切である。高校
入学時の地理分野の学力を踏まえて高校地理を
スタートさせることによって，中高間の学習の
接続を円滑に進め，多くの生徒が地理的な知識
と技能を身に付けることのできる高校地理学習
の広がりにつなげたい。
